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運用報告書（全体版） 

ＡＭＰ グローバル・インフラ
株式ファンド（ラップ向け） 

 

 
 

第４期（決算日：2020年３月16日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「ＡＭＰ グローバル・インフラ

株式ファンド（ラップ向け）」は、去る３月16日に第

４期の決算を行いました。ここに謹んで運用状況を

ご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 2026年３月13日まで（2016年４月13日設定） 

運用方針 

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式マザーファ
ンド受益証券への投資を通じて、主として世
界各国（除く日本）のインフラ関連企業の株
式等（預託証券および投資信託証券等を含む
ことがあります。）に投資を行います。なお、
インフラ関連企業とは、公益、通信、エネル
ギーおよび運輸等の日常生活に必要不可欠な
インフラ資産を所有・運営し、その利用料を
主な収益源とする企業をいいます。 
マザーファンド受益証券の組入比率は高位を
維持することを基本とします。 
実質組入外貨建資産については、原則として
為替ヘッジを行いません。 
マザーファンドの株式等の運用にあたって
は、ＡＭＰキャピタル・インベスターズ・リミ
テッドに運用指図に関する権限を委託します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

ＡＭＰ グローバル・インフラ株
式マザーファンド受益証券を主
要投資対象とします。 

マ ザ ー
ファンド 

世界各国（除く日本）のインフラ
関連企業の株式等（預託証券およ
び投資信託証券等を含むことが
あります。）を主要投資対象とし
ます。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 
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ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ＭＳＣＩ Ｋｏｋｕｓａｉ Ｉｎｄｅｘ 
（ＭＳＣＩコクサイ インデックス） 株   式 

組入比率 
株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（円換算ベース） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

2016年４月13日 10,000 － － 180,461 － － － － 10 

１期(2017年３月15日) 10,992 0 9.9 213,417 18.3 87.7 － 9.7 215 

２期(2018年３月15日) 10,895 0 △ 0.9 227,801 6.7 87.4 － 10.5 46 

３期(2019年３月15日) 12,699 0 16.6 238,657 4.8 88.7 － 9.3 22 

４期(2020年３月16日) 10,766 0 △15.2 205,660 △13.8 86.7 － 9.2 21 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ＭＳＣＩ Ｋｏｋｕｓａｉ Ｉｎｄｅｘ（ＭＳＣＩコクサイ インデックス）とは、MSCI Inc.が開発した株価指数で、日本を除く世界の

先進国で構成されています。ＭＳＣＩ Ｋｏｋｕｓａｉ Ｉｎｄｅｘ（ＭＳＣＩコクサイ インデックス）（円換算ベース）は、ＭＳＣＩ

Ｋｏｋｕｓａｉ Ｉｎｄｅｘ（ＭＳＣＩコクサイ インデックス）（米ドルベース）をもとに、委託会社が計算したものです。また、

ＭＳＣＩ Ｋｏｋｕｓａｉ Ｉｎｄｅｘ（ＭＳＣＩコクサイ インデックス）に対する著作権及びその他知的財産権はすべてMSCI Inc.に

帰属します。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
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ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ＭＳＣＩ Ｋｏｋｕｓａｉ Ｉｎｄｅｘ 
（ＭＳＣＩコクサイ インデックス） 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

 騰 落 率 （円換算ベース） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2019年３月15日 12,699 － 238,657 － 88.7 － 9.3 

３月末 12,613 △ 0.7 236,366 △ 1.0 87.6 － 9.2 

４月末 12,790 0.7 246,512 3.3 89.9 － 9.1 

５月末 12,498 △ 1.6 229,852 △ 3.7 87.7 － 9.3 

６月末 12,845 1.1 237,784 △ 0.4 87.6 － 9.0 

７月末 12,924 1.8 243,975 2.2 88.2 － 8.7 

８月末 12,710 0.1 231,443 △ 3.0 88.4 － 8.4 

９月末 13,327 4.9 238,499 △ 0.1 89.1 － 7.7 

10月末 13,493 6.3 247,420 3.7 89.4 － 7.6 

11月末 13,679 7.7 256,358 7.4 90.7 － 6.7 

12月末 14,445 13.7 263,735 10.5 91.0 － 6.8 

2020年１月末 14,492 14.1 263,862 10.6 91.0 － 6.9 

２月末 13,716 8.0 242,700 1.7 90.4 － 7.2 

(期  末)        

2020年３月16日 10,766 △15.2 205,660 △13.8 86.7 － 9.2 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）

運用経過
第４期：2019年３月16日～2020年３月16日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

参考指数：左目盛

第 ４ 期 首 12,699円
第 ４ 期 末 10,766円
既払分配金 0円
騰 落 率 －15.2％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）
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2

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）

基準価額は期首に比べ15.2％の下落となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

保有する「PLAINS GP HOLDINGS LP-CL A（アメリカ、エネ
ルギー）」などの株価が下落したことや、米ドルやカナダドルが
対円で下落したことなどが基準価額の下落要因となりました。

下落要因

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）
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6

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）

第４期：2019年３月16日～2020年３月16日

投資環境について

外国株式市況
グローバル株式市況は下落しました。
期首から2019年４月末にかけては、中国
が景気刺激策の堅持を表明したことや米
国の一部経済指標が堅調であったことな
どから上昇しました。その後、８月にか
けて米中貿易摩擦への懸念の高まりなど
を背景に下落する局面もあったものの、
９月以降は英国の合意なき欧州連合（Ｅ
Ｕ）離脱への懸念が後退したことや、米
中通商協議が進展したことなどを背景に
上昇しました。しかし、2020年２月中旬
から期末にかけて、中国で発生した新型

コロナウイルスの世界的な感染拡大によ
り景気減速懸念が高まったことなどから
大幅下落し、期を通してみるとグローバ
ル株式市況は下落しました。

為替市況
為替市況は米ドルやカナダドルなどが対
円で下落しました。
新型コロナウイルスの世界的な感染拡大
による景気減速懸念の高まりなどから、
米ドルやカナダドルなどが対円で下落し
ました。

当該投資信託のポートフォリオについて

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式
ファンド（ラップ向け）
マザーファンドを通じ、世界各国（除く
日本）のインフラ関連企業の株式を高位
に組み入れる運用を行いました。

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式
マザーファンド
世界各国（除く日本）のインフラ関連企
業（公益、通信、エネルギーおよび運輸
等の日常生活に必要不可欠なインフラ資
産を所有・運営し、その利用料を主な収
益源とする企業）の株式等へ幅広い投資
を行い、組入比率は高位を維持しました。

今期に新規組入、全株売却した主な銘柄
のポイントは以下の通りです。

新規組入銘柄
CENTERPOINT ENERGY INC（アメリ
カ、公益事業）：バリュエーション面で
魅力的と考え新規に組み入れました。
全株売却銘柄
SEMGROUP CORP-CLASS A（アメリカ、
エネルギー）：米同業他社からの買収が
発表され株価が上昇したため、全部売却
しました。

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）
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7

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はＭＳＣＩ Kokusai Index（ＭＳＣＩコクサイ 
インデックス）（円換算ベース）です。

（％）

－20.0

－15.0

－10.0

－5.0

0.0

2019/３/15 ～ 2020/３/16

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第４期
2019年３月16日～2020年３月16日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 2,813

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）
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ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式
ファンド（ラップ向け）
マザーファンドへの投資を通じて、世界
各国（除く日本）のインフラ関連企業の
株式を高位に組み入れ、信託財産の中長
期的な成長をめざす運用を行います。

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式
マザーファンド
新型コロナウイルスの感染拡大による影
響などから、グローバル株式市況は変動
幅の大きい展開になると考えています。
一方で、金融市場では利回りを求める動
きが続いており、ディフェンシブ（企業
業績が景気動向に左右されにくい）と成
長資産の性質をあわせもつインフラ関連
銘柄に対する需要は高まると見ています。
このような投資環境下、持続的にキャッ
シュフローを創出し、ファンダメンタル
ズが健全な銘柄に注目します。そして、
それらが本来持つ投資価値からカイ離し
た際に投資好機が訪れると考え、その機
会をうかがっていく方針です。

セクター別では、シェールガス革命によ
り北米の原油・天然ガスの増産が期待さ
れることに加え、新規のパイプライン建
設計画の遅れなどを背景に既存設備の需
要が高まっている北米の石油・ガスの貯
蔵・配送セクターに強気な見方をしてい
ます。

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）
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ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）

2019年３月16日～2020年３月16日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 152 1.145 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (139) (1.045) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (7) (0.055) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (6) (0.044) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 10 0.076 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (10) (0.074)
( 投資信託証券 ) (0) (0.002)

(ｃ)有価証券取引税 3 0.021 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (3) (0.021)
( 投資信託証券 ) (0) (0.000)

(ｄ)そ の 他 費 用 31 0.233 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (25) (0.186) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (6) (0.045) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 196 1.475

期中の平均基準価額は、13,273円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）
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ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.37％です。

運用管理費用（受託会社）
0.04％

その他費用
0.23％

運用管理費用（販売会社）
0.05％

運用管理費用（投信会社）
1.04％

総経費率
1.37％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）
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ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）

○売買及び取引の状況 (2019年３月16日～2020年３月16日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＡＭＰ グローバル・インフラ株式マザーファンド 5,970 8,380 4,238 5,860 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年３月16日～2020年３月16日) 

 

項 目 
当 期 

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 821,607千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 976,698千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.84   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年３月16日～2020年３月16日) 

 

＜ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ＡＭＰ グローバル・インフラ株式マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 452 － － 535 42 7.9 

平均保有割合 2.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2019年３月16日～2020年３月16日) 

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
10 － － 10 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2020年３月16日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式マザーファンド 17,387 19,119 21,480 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2020年３月16日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＡＭＰ グローバル・インフラ株式マザーファンド 21,480 98.8 

コール・ローン等、その他 264 1.2 

投資信託財産総額 21,744 100.0 
 

（注） ＡＭＰ グローバル・インフラ株式マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（848,371千円）の投資信託財産総額（861,145

千円）に対する比率は98.5％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝106.91円 １カナダドル＝77.28円 １ユーロ＝118.95円 １イギリスポンド＝131.81円 

１スイスフラン＝112.48円 １オーストラリアドル＝65.80円 １香港ドル＝13.77円  

 

 

親投資信託残高 
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ＡＭＰ グローバル・インフラ株式ファンド（ラップ向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年３月16日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 21,744,072   

 コール・ローン等 263,840   

 ＡＭＰ グローバル・インフラ株式マザーファンド(評価額) 21,480,232   

(B) 負債 148,808   

 未払信託報酬 148,436   

 その他未払費用 372   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 21,595,264   

 元本 20,058,189   

 次期繰越損益金 1,537,075   

(D) 受益権総口数 20,058,189口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,766円 

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 18,028,646円 

期中追加設定元本額 6,301,899円 

期中一部解約元本額 4,272,356円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0766円です。 

 

○損益の状況 (2019年３月16日～2020年３月16日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       19   

 支払利息 △       19   

(B) 有価証券売買損益 △4,062,981   

 売買益 307,991   

 売買損 △4,370,972   

(C) 信託報酬等 △  268,627   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △4,331,627   

(E) 前期繰越損益金 2,773,705   

(F) 追加信託差損益金 3,094,997   

 (配当等相当額) (  2,297,666)  

 (売買損益相当額) (    797,331)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,537,075   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,537,075   

 追加信託差損益金 3,094,997   

 (配当等相当額) (  2,313,795)  

 (売買損益相当額) (    781,202)  

 分配準備積立金 3,330,446   

 繰越損益金 △4,888,368   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年３月16日～ 
2020年３月16日 

費用控除後の配当等収益額 556,741円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 2,313,795円 

分配準備積立金額 2,773,705円 

当ファンドの分配対象収益額 5,644,241円 

１万口当たり収益分配対象額 2,813円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

③「ＡＭＰ グローバル・インフラ株式マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用

として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の50以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支

弁しております。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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